
〔資格取得後〕   履修科目・教育内容の抜本的見直し  
生涯を通じた能力開発   

0」T   

研修システム   

より専門的な資格の導入  

「尊厳を支えるケア」の実現  

基礎的な能力  
利用者本位  

・選択・自己決定  
・・説明責任  

これからの介護ニーズ  

政 策 の 方 向  

多職種協働に  
よるチームケア  

・施設中心→地域・在宅j重視  

・心埋的・社会的ケアの充実  
・予防からリハビリテーション、  

看取りまで  

・「個別ケア」  

・一人でも基本的な対応がで  

きる  

「こころと  

からだの  

しくみ」  

「介護」  

・介護技術  ■コミュニケーション能力  

・関連領域の理解  
・適切な記録  

エビデンスに基づくケア  高い倫理性の洒養   

実習のあり方の見直し  
・養成施設と実習施設の関係  

・実習施設の要件  

・実習指導者の養成 等  介護の現場を踏まえた実践的教育  養成校の基準の見直し  

教員資格の見直し  

厨圃巴   

－「情報収集－アセスメント一介護計画一案施一評価」の介護過程に対応  

り小規模・多機能、地域密着、居住系サービス、ユニットケア等の新しい方向に対応  



カリキュラム・シラバス見直しのイメージ  

1650時間  1800時間程度   

社会寺高祉概害鳥   謙一尭   60  

老人孝吉祉論   言責轟   60  

障尊者専高祉書倫   講義   30  
リ′ヽヒリテーション論   

社会亨畜祉援助技術   言責義   
書薫義   30  

30  
社会亨豆祉援助技術ラ寅習   5尭習   30  

しノクリエーション5舌動揺助さ去  三真習   60  

老人・障害者の一む理   ＿′∴ ‥三三   60  
専  

家政学概富禽   ！∴ こンこ‡   60  

家政学稟習   実習   90  

医学一舶と   吉隼義   90  

精手中保健   言薫義   30  

Pヨ  講義   60  

介護技術   ；寅習   150  

形態別介吾輩技術   言責習   150  

介吾輩実習手旨尊   …責習   90  

介言責実習   実習   450   
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